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偏極中性子反射率計「写楽」は、数 nm

から数μm の厚さの層状構造をもつ試料の

構造評価や，それらの試料の表面・界面で

起こる様々な現象の起源と構造の相関を解

明することを目的として J-PARC の物質・

生命科学実験施設（MLF）の BL17 に設置

された（図１）。「写楽」では中性子核スピ

ンのそろった偏極中性子を利用することで

中性子の磁気敏感性をさらに高めることが

できるので，スピントロニクス材料等の磁

性薄膜の評価に威力を発揮する他、高い透

過性を利用した Li イオン電池の電極‐電

解質間の固液界面の評価等を通した電池

の高性能化に有用な情報が得られるもの

と期待されている。 

「写楽」には試料環境装置として主に偏

極中性子反射率測定で使用する 4K 冷凍機

や 1T 電磁石などが整備されている。1) こ

れらに加え、図２に示す不活性ガスや湿潤

雰囲気での測定用セルや、10mm 角程度の

試料に対応した試料ホルダー等の試料環境

装置の開発など、ユーザーからの広い要望に対応できる測定環境の整備が進んでいる。 

 

1)宮田、他、第 62 回応用物理学会春季学術講演会（平塚） 14a-A16-10 

図 1. 偏極中性子反射率計「写楽」の概略図 

図 2. 開発した雰囲気セル（左）および試料ホル

ダー（右） 
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